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1 月 1 0 日、石川県連として、

被害の大きい能登半島の単組に聞

き取りを行った上で、支援物資の

提供を実施。全建総連から送った

ブルーシートはじめ、ガラ袋、非

常用の水等を現地に運び込みまし

た。行動には、石川県連・松本会

長、嶋田副会長、中川副会長、森

副会長、任田会計理事が参加し、

3 班 に 分 か れ て 、 門 前 町 、 穴 水

町、輪島市に向かいました。全建

総連から谷岡副主任書記が同行し

ました (穴水町 )。  

穴水町、輪島市への交通ルート

としては、「のと里山道 (能登有料

道路 ）」 が 徳田 大 津ま でつ な が っ

ており、その先は車線欠落等があ

り、復旧にはかなりの時間がかか

るそ うで す 。「 の と里 山道 」 も被

災地が近づくにつれ、道の浮き沈

みがかなり激しく制限速度 4 0 k m

でありながら、実際の運行速度は

3 0 k m 程度で走行、ところどころ

大きな段差がある箇所は徐行をし

ながら通らなければならない程、

道路状況が悪くなっています。  

 徳田大津 I C で降りた後、国道

2 4 9 号線を北上し、被害の大きか

った穴水町を経由し輪島市へ向か

うル ート を 取り ま す。 災害 前 は、

「のと里山道」が輪島市近辺まで

つなぐ主な道路として利用されて

いましたが、現状は国道 2 4 9 号

線のみとなっており、そちらも緊

急車両や水道や通信に関連した車
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両の多くが通行するため渋滞が発

生しています。加えて、道路の陥

没や欠落が著しく、水道工事に伴

う片側相互通行等で、細かいう回

路の設定が複数されるなど、イン

フラ面はかなり深刻な状況です。  

 また、ライフラインとして断水

が続いており、道中で立ち寄った

国道沿いの道の駅のトイレでは多

目的用、女性用、着座式の男性用

が封鎖されており、利用可能な部

分もかなり劣悪な状況となってい

ました。  

 こうした状況から、出発から約

6 時間 3 0 分後 (通常 1 時間 4 0 分

のところ )の 1 6 時前に穴水町建

築業組合に到着したものの、交通

状 況 や 夕 暮 れ を 迎 え た 点 を 踏 ま

え、輪島市に向かうことを断念。

輪島市建築組合宛の支援物資も一

緒に預けることとしました。残念

ながら組合長も周辺状況の情報収

集等に向かったまま渋滞につかま

ってしまったため、直接手渡すこ

とは叶いませんでしたが、奥様に

お話を伺いました。  

 現状必要な物資等については、

やはり水。組合長の自宅周辺でも

断水が続いており、お風呂に入る

ことができないため、積もってい

る雪を携帯コンロで沸かして洗髪

や洗顔に利用している状況です。

飲み水についても支援物資として

一定手に入っているものの、十分

とは言い切れない状況とのことで

す。幸い、電気については通って

いるため、穴水町周辺での暖房に

ついては問題ないとのことです。

かな り深 刻 な状 況 なが ら、「 みん

なで頑張っていきましょう」と激  

 

 

 

 

 

 

 
  

 

励し合い、帰路につきました。  

 今回の支援について、松本会長

から は、「 無事 に 物資 を届 け るこ

とができて良かった。しかし、輪

島の組合長も避難所生活を送って

おり、大きな支援受け入れが難し

い点、交通状況を踏まえ、当面の

間は支援物資等を届けるのは難し

いのではないか」と感想を述べま

した。  

被 災 地 の 住 宅 を

「 危 険 」 「 要 注 意 」

「調査済 」で判定  

潰れて し ま っ た住宅 （写真上 ） 、 道路

の片側が陥没し横転 した車が現在も

そのままに （写真下 ）  
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■人的・建物被害  1 月 11 日 14 時現在  石川県庁 H P より  

令和 6 年能登半島地震による被害等の状況について  
 

■応急仮設住宅建設等について  1 月 11 日 14 時現在  

※珠洲市長は 1 / 8 の災害対策会議で必要戸数の目安として「 4 0 0 0 戸」という数字を示している  


